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あらまし
現在、インターネット上で商品を展示、販売する

ケースが増えてきている。しかし、商品の展示には

デジタルカメラ等で撮影された静止画が使われる場

合がほとんどである。静止画の場合、商品を 1方向

からしか確認できず、特に商品の形状や質感、デザ

インが販売に重視される場合、顧客の購入判断情報

には乏しいと思われる。

このような背景から、商品の立体的なイメージを

展示することができるバーチャルリアリティ（以下

VR）を利用した商品展示システムを開発している。

本システムは、地場工芸品の展示を目的に開発さ

れており、本論文もそれに添った形で書かれている

が、立体的なイメージを重視する遺物、遺跡などの

展示、データベース管理にも有効に利用できるシス

テムであると思われる。

Abstract 

R怠cently,thesales on the WWWゐrgoods have 

been mぽeasingrapidly. Almost in these sales, the 

goo也おshownby the digital photograph which国 n

show only one angle. But it s田 msto be lacking of 

information for a customer ’s judgement of 

purchase, especially in the回 sethat information of 

shape, quality and design of product is the most 

impo此antfor it. 
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We have been developing the display sys旬m

which回 nmake goods a sense of perspective by 

applying Quick I'ime VR as image based rendering 

techniques. 

This system had been developed for Industrial 

Art Objects，組dwe describe伽 itin this paper. 

But we believe that this system also紅 euseful for 

relics. 

キーワード：パーチャjレリアリティ、 QuickTimeVR、

展示、インターネット、データベース

Keyword : VrrtualRβality、QuickTimeVR、

Display、TheInternet、Deta base 

1.まえがき

1. 1 商品展示・販売

インターネット上での商品展示、販売する場合、

現在ほとんどすべてが文字による商品の説明、商品

の静止画が使われる。しかしながら、特に商品の形

状や質感、デザインが販売に重視される場合、文字

による説明や一方向から撮影された静止画だけの情

報では、顧客が商品の購入判断を下すには不十分で

ある。

そこで今回、商品の 3次元的なイメージを表示で
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き、インターネット上で公開可能な QuickTimeVR

という技術に着目した。

1 . 2 QuickTime VRとは

Quick＇百meVRとは、米 Apple社の開発したム

ービーファイjレ「QuickTime」を応用した技術であ

る。 VRとはVrrtualRealityの略で、その名のとお

り、あたかも3次元の空間を操作しているように感

じることかマきるものである。また、実写を使った

技術であるため、 3次元CGで作成するよりも、リ

アルに簡単に作成できる。

QuickTime VR は、通常の再生、停止を行う

QuickTime形式の動画に加えて、マウスのドラッグ

アンドドロップ操作でインタラクティブに再生順序

を変えることを可能にした技術である。また、ズー

ムイン、ズームアウトも可能である。 HTl¥ι （Hyper

Link Makeup Languege）からQuickTimeVRファ

イルをリンクすることで即座にインターネット上で

公開することができる。

QuickTime VRには、自分が物体を動かしている

かのように感じることかできる QuickTimeVRオブ

ジ、エクト（図1）と、自分が空間を見渡しているか

のように感じることができる QuickTimeVRパノラ

マ（図2）の2つがある。 QuickTimeVRオブジェク

トは、物体の周囲360度の画像から、QuickTimeVR 

パノラマは、 360度の空間のパノラマ画像から作

成される。

······· ····· •~ •－ •~ 

図1Quiel{百meVRオブジェク ト

下前官諸問~~：~~~j;J/: :_1竹

図2QuickTimeVRパノラマ

（（株）竹中製作所ショールーム）
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1. 3 システム開発の背景

しかしながら、ここで問題となるのは

Q山cl(恒meVRファイルを作成するのに手間と時間

がかかることである。 QuickTimeVRオブジェクト

ファイルを作成するには、デジタルカメラで商品の

静止画を多角度から撮影し、編集には米 Apple社が

販売している Macintosh専用の Quicl(Tim凶TRオー

サリングソフトを使う必要があり、使い慣れた人で

も1つのファイルを作成するのに数時間を要する。

まして数百個という単位の QuickTimeVRファイjレ

を作肱するのはとうてい無理である。 QuickTimeVR 

パノラマを作成する際も、複数の静止画を手動で合

成し1枚のパノラマ画像を作成しなければならない。

そこで今回、 QuickTimeの新パージョン 3.0により

Windows上の開発環境が整ったこともあり、だれで

も簡単にすばやく QuickTimeVRファイルを作成で

きるシステムを開発した。システムは、QuickTimeVR 

オブジェクトを自動作成する商品撮影システムと

QuickTime VRパノラマを自動作成するパノラマ撮

影システムに分けられる。さらに作成したファイル

を即座にデータベースに登録し、データベースとの

連携によるインターネット上での展示システムも開

発した。

2.商品撮影システム

2. 1 システム概要

商品撮影システムとは、 1. 2章で述べた

QuickTime VRオブジ、エクトを自動作成するシステ

ムである。 Windows95に対応している。

システムは、 PCから RS-232C経由で制御可能な

回転テーブルと、ビデオカメラ及びビデオカメラか

らの映像を S-Video端子を使って PCにキャブ守ャ

するキャプチャボードから構成されている。回転テ

ーブルの上に乗せた商品を回転させ、同時にビデオ

カメラの映像をキャプチャして動画ファイル仏M)

作成後、 QuickTimeVRオブ、ジェクトファイルを作

成する（図3）。

S－羽d凹

PC 

図3商品撮影システム

2. 2 システム機能

商品撮影システムの各種機能について説明する。

①ピデオキャプチャ入力設定機能

－ビデオキャプチャ映像の明暗、コントラスト、色合

い、シャープネス、解像度など設定可能。

②出力ファイル設定機能

－ファイルフォーマット設定

AVI、Q山ck＇古me、QuickTimeVR 

－解像度（ピクセル）

240x240、320x240、320x320、480x480

．フレーム数設定

6、12、24、30、60

・Q山ckTimeE縮形式設定

Animation、BMP、Video、ComponentVideo、

Cinepak、Graphics、DV、MotionJPEG、 Photo
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-JPEG、H.263、Soren回 nVideo、Planar’RGB

・AVI圧縮形式設定

全フレーム未圧縮、 Cinepak

－匹縮品質設定（5段階）

Least、Iρw、Medium、日gh、Best

e瀞止画同時作成櫛E

・回転前の BMP、JPEG形式の静止闘を同時作成可

能。

－解像度（ピクセル）

IOOxlOO、2oox200、300x3（）（）、 400x4（）（）、 500x500

④設定保存櫛E

－設定保存ボタンで設定内容を保存可能。標準ボタン

でデフォルトの設定内容に戻すことが可能。

⑤商品設置調節櫛E

・キャプチャ画面に基準線を表示、回転テスト機能に

より、回転台上の商品の位置を調節しやすくできる。

⑥半周撮影機能

－撮影する商品が左右対称である場合、半周回転の動

画から Quick'引meVRファイルを作成することが可

能。これによってファイルサイズを半分にすること

ができる。

さらにビデオカメラを使用することで、ビデオカ

メラの機能（セピア、モザイクなどの画像処理）が

そのままキャプチャできる。

2. 3 システム評価
商品撮影システムによる Quick'百meVR作脚寺聞

は、フレーム数、解像度、圧縮形式により多少の違

いがあるが、 1商品につき約1～2分である。これ

は一般に QuickTimeVR作成ツールで編集する場合

と比べ、大幅に作成時間を短縮しており、実用的な

レベルである。

また、 インターネット上で展示する場合、解像度、

画像品質、VR感覚を考慮しテストした結果、Cinepak

巴緒形式、解像度 240×240、フレーム数 12で作成

した約200路計eのファイルが最適だ、と分かった。

本システムで作成できるファイルは、水平方向の

操作だけだが、本来 QuickTimeVRオブジェク トは

縦方向にも操作ができる。それを自動作成するには

ビデオカメラの位置を PCから上下制御することが

必要であり、今後の課題である。

3.パノラマ撮影システム

3. 1システム概要

パノラマ撮影システムとは、ビデオカメラを PCか

らRS-232C経由で制御された回転テーブルに固定し、

12°間隔で回転しながらビデオカメラからの映像を

PCに取り込む。 360度の画像を取り込み終わると、

自動でつなぎ目を補正しながら合成し、 1枚のパノ

ラマ画像に作成した後、 Quickτ'imeVRパノラマフ

ァイルに変換するシステムである。Windows95に

対応している。

ビデオカメラ

PC 

図4パノラマ撮影システム

3. 2システム機能

①ビデオキャプチャ入力設定機能

・ビデオキャプチャ映像の明暗、コントラス ト、色合

い、シャープネス、解像度など設定可能。

②出力ファイル設定機能

－ファイルフォーマット

QuickTime VR 

・ QuickTime ffJ縮形式

Animation、BMP、Video、ComponentVideo、

Cinepak、Graphics、DV、MotionJPEG、 Photo

-JPEG、H.263、SorensonVideo、PlanarRGB

－思縮品質 （5脚皆）

Least、Iρw、Me也.um、E五gh、Best

③パノラマ静止画出力機能

・BMP形式、 JPEG形式のパノラマ静止画の同時作

成が可能。最大解像度は 5280x640ピクセlレ。
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3. 3システム許可面

パノラマ撮影システムによる QuickTimeVR 作成

時間は約 2～3分である。 一般的に複数枚の静止画

を撮影し、手作業でつなぎ合わせてパノラマを作り、

Quick＇古meVRファイルに変換するまでには数時間

を要する。このことから、本システムにより

QuickTime VRパノラマファイル作成に要する時間

を大幅に短縮することができた。 また、 Sorモn回 n

圧縮形式によりファイルサイズ、を200K～350師向

(5280×640ピクセル）にすることができ、インタ

ーネット上で表示することも十分可能である。

また、本システムは、バッテリ一、ノートパソコ

ンを使う事により、電源、のない屋外でも撮影するこ

とができる。

4.データベース登録システム

商品登録システムは、 b位αusoft社のACCESSを

使用しデータベースに登録するシステムである。作

成した QuickTimeVRファイルを指定のフォルダに

移動することで新規登録、変更、削除が容易に可能

である。図5は登録、変更の画面である。登録の際

は、ます干始めに、画面左上に作成したQuickTimeVR 

ファイル名を項目に入れると、商品の画像が下に表

示される。それの画像を見ながら、商品名、寸法、

価格、用途、詳細などの情報を入力していく。

E畑・ 田直田・司ー•Ill重苦圃』・ー四 -1ロzXI 
l!固？？イII-(［）編集＠表示包〉挿入.（］J書式。 ω→＇Rう＂： IKD ~＜）門~. ヘ初旬 ヱ煙j三j

ii ~· 凪 ~G ~品 ~ fl，.，，；’ 勺 喰 唱PI 9.. ~.主 T語 、 鈴 H 嗣 l i'O J;;J・ 匂！

作品構報変更

砂

語止画像円イル名炉師事γ一一一 登録番号 i百一一一一

動画像円イル名 同日~＿！堅三j 名称 lfflllの璽

f面籍 fi百「一一円

寸法 6 問γ一φxFγ一

• 
(" fァ－ x「－ x「一一

用途 P 澄 掌 「 弔 事 「推翠品

特徴

~I舗網色刀法l牝hてL疲れ

｜君主Z思考字＇； 8%っすま抑酬羽目、

立し

~豆主」主主J~ 」竺J?<Ji' I糊 i鵬｜

凶』ド旦とJ「ー「すよとは立jI 1~ ょJこj
IJ場ームピ.－ 「

図5 登録、変更画面
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5. データベースとの連携による

展示システム

5 . 1 Active Server Pagesの利用

商品情報をデータベースから取り出し、インター

ネット上で展示する方法には、 Micro田ft宇土の

WebServer、ITS(Internet Information Server）と

ASP CAc位veServer Pages）を使用した。 ASPと

いう技術は、データベースから情報を取り出し、自

動的にHTMLファイルを作成することができる。

これによって、データベースに商品情報データを追

加しでも新たに HThι ファイルを作成する必要が

データベース

No. 4の QuickTimeVR、

商品名物ぇ価格、寸法、用途、

詳細の情報を取り出す。

QuickTime VRオブジェクト

なく、また、より柔軟なページを作成することが可

能になる。

実際にインターネット上に載せた商品展示のペー

ジを説明する。図6の上の画面は、データベースか

ら8つの商品の名前、静止画像を取り出し表示した

ものである。画面下のNEXTボタンを押すと、さ

らに次の 8つの商品の名前、静止画像の情報がデー

タベースから取り出され表示される。また、ユーザ

ーが 8つの商品から好きな商品を選択しクリックす

ると、データベースからその商品の Quick.TimeVR 

ファイル、価格、寸法、用途、詳細情報を取り出し

表示する。（下の画面）

, ..抑留申告...凧抽訓IOt jit・
~ ~ :;; ~.i 食品主唱 d
j ... P 偽岡地帽為吋陶回申阿缶~.. 

lJl 国
~r－田， A 凶町

＝一一
•IV・町，..凶

¥cl 

.r; 

l!Jf!frn車
両日~［｛］

No. 4をクリック

名称祁証c:>Jl:

促~品 1 9500 門

寸：it;15$φ＂＇ ' 
用~吉＊ I 
詳暗室哲将軍毛が量咽同吋n喧
す，コておよプiユ二ーウアよ形で機冊
約に引かわJこ横4乱ザ魁カ•0'0でヲ “ ' 

§ 
二皇民E>

一」品一晶 玉』μ 叫 ノ

図6ASPの利用
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像内の青い半透明部分がホットスポット領域）をク

リックすると、その商品の詳細情報をデータベース

から取り出し表示する下の画面にリンクする。同じ

ように遺跡のパノラマ画像の特定の位置にホットス

ポットを作成しておけば、その地点の拡大画像にリ

ンクさせたり、情報を取り出したりするコンテンツ

を作成することが可能である。ホットスポットはパ

ノラマだけに限らず、オブジェクトの画像内にもホ

ットスポットを付加することができる。

5. 2ホットスポットの利用

インターネット上での商品展示、各種情報提供な

どに有効利用できる QuickTimeVRのホットスポッ

ト機能について説明する。ホットスポットとは、

Quick'百meVR画像内のリンク領域のことである。

画像内のホットスポットをクリックすると、指定し

たURLに飛ぶことができる。

図7では、上の画面で Quick'百meVRパノラマ画

像内の商品（ホットスポットが付けられている。画
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YK表示と欝・

名跡双圃

｛制品 6凹，，，門

寸法 165'""  

.rl 

等 国
ヨ0・山，

ェ血ふ墨＂

選択された QuickTimeVR、

商品名称、寸法、価格、用途、

詳細の情報を取り出す。

データベース

.ti 

QuickTime VRオブ、ジェクト

金量除 、b "" 、,t.

図7ホットスポットの利用
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6.実用化評価

実用化に向けて、実際にシステムを試用し評価

した。まず、商品撮影システムによって地場工芸

品（銅器）の連続撮影を行い、約6時間で 75個

の作品撮影することができた。 1作品につき約4

分程度の計算になる。これは撮影時間約 1分以外

に、撮影前の商品の入れ替え、装置や照明の調節、

ファイル名入力などに時間を費やしたためである。

その後、撮影した全商品のデータを登録システム

でデータベースに登録するのに約2時間かかった。

データベースに登録すると、ASPで作成しておい

た HTMLのテンプレートにより、即座に Webペ

ージが更新され、データベースに登録した内容を

インターネット上で取り出すことができた。

結果として、 1日の作業で 75個の商品をイ ンタ

ーネット上に展示することができた。

また、工芸品の展示を行っているショールーム

において、パノラマ撮影もおこなった。こちらは、

約2時間の撮影で、 5個所の空間を撮影できた。

これらの試用結果から、本システムは十分実用

可能であると考えられる。

7.おわりに

今回開発したシステムは、 QuickTimeVR作成

時間の大幅な短縮と作成手順の簡素化の点で、実

用化レベルに近いものになった。今回の開発中は、

工芸品を商品としてきたが、工芸品に限らずいろ

いろな商品の展示に使用できると思われる。商品

の形、質、デザインが商品の価値、良さを決める

場合、カタログなどの静止画よりも QuckTimeVR

オブジェクトを利用して商品の立体的イメージを

インターネット上で展示することで、商品に興味

を持つ顧客が増えることは確かである。

また、 QuickTimeVRによる商品の立体的な表

示、データベースのと連携、 QuickTimeVRのホ

ットスポット機能を使った展示方法を用いること

で、効率的かつ効果的に情報の提供をすることが

できた。これらの展示方法が、遺物、遺跡の大量

の画像情報、文字情報などの管理に少しでも役立

つことを期待する。
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